
令和 2 年度 

稲城第二小学校ＰＴＡ 
 

 

 

 

 

決議日時／令和２年５月２２日（金）午前 10 時 00 分 

場 所 ／稲城第二小学校 会議室 

 

※総会は書面にて行います 
ご提出いただく『書面表決書』により決議いたします。 

『書面表決書』の提出期限は５月２１日(木)です。 

その他詳細は別紙でご確認ください。 

  
 

 
会員のお名前等が記載されております。 
お取り扱いにご注意ください。 

総会議案書 



 

総会議事 

 

第１号議案：平成３１年度事業報告 

 

第２号議案：平成３１年度決算報告 

平成３１年度会計監査報告 

 

第３号議案：令和２年度役員選出(案) 

 

第４号議案：令和２年度事業計画(案) 

 

第５号議案：令和２年度予算(案) 

 

第６号議案：稲城第二小学校ＰＴＡ規約の改正(案) 
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第１号議案  :  平成３１年度事業報告

 
 

 
    ​ 学級部  
                   ５月      ＰＴＡ総会に出席  
                                ＰＴＡ会費集金  
                   ７月      ５、６年親睦会実施  
               １０月      １、２年親睦会実施  
               １２月      ３、４年親睦会実施 
 
                            ⚫  運営委員会に出席 
                            ⚫  保護者会司会進行  
 
 
    ​ 研修部 
  
                   ５月      ＰＴＡ総会に出席 
                                ＰＴＡ会費集金 
                   ６月      二小コンサートを学校と共催 
                   ２月      「大人と子供のための読みきかせの会」に協力 
  
                            ⚫  運営委員会に出席  

 
  
     広報部 
                   ５月      ＰＴＡ総会に出席 
                   ７月      立志第１４９号発行 
                   ２月      立志第１５０号発行 
  
                            ⚫  運営委員会に出席 
                            ⚫  「立志」作成のため写真撮影、取材を行う

 
 
 

　 　  
 
 
 

　  
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー２ー 



 
    ​校外部  
 
                   ４月      世帯数確認・各地区保護者との連絡交換  
                   ５月      ＰＴＡ総会に出席  
                                春の交通安全週間に協力  
                                通学路改善要望書回収  
                   ７月      通学路危険箇所合同点検実施  
                   ８月      各地区にて廃品回収のお知らせ配布・手配  
                   ９月      廃品回収実施  
                                集団下校付き添い 
                                秋の交通安全週間に協力  
                   ４月      春の交通安全週間に協力（※休校措置により中止）  
  
                            ⚫  運営委員会出席  
                            ⚫  必要に応じて部会を開催  

 
 
本　部  
                   ５月    ＰＴＡ総会開催  
                              ＰＴＡ会費集金  
        ６～１２月    稲作学習に協力 　　　　 
                   ７月    通学路改善要望箇所点検現地調査に協力  
                   ９月    廃品回収に協力  
                              運動会に協力  
  
     ⚫  役員会・運営委員会開催  
     ⚫  各部部会・各部行事協力・学校行事協力  
     ⚫  学校運営連絡協議会・学校評価委員会に出席 
     ⚫  対外的活動 ・二中ブロック地域教育懇談会に協力（全体会・定例会） 
　　　　　　       ・各種団体主催行事：盆踊り・夏季パトロールに協力  
                             ・坂浜自治会運動会  
                             ・総会・式典等に出席  
 
    【市Ｐ連関連】  
     ⚫  総会・懇親会・役員会・運営委員会・講演会・研修会・学校訪問に出席  
     ⚫  市内一斉防犯パトロール  
     ⚫  対市要望提出  
     ⚫  稲城市社会福祉協議会評議員会に出席  
     ⚫  市長・教育長との懇談会に出席

 

ー３ー 







第３号議案　：　平成３１年度役員選出（案）号議案　：　令和２年度役員選出(案）

保　護　者 教　職　員

氏　　名 氏　　名

山 岡 た え 子

花 山 晃 太

副　会　長 清 水 文 子

吉 田 雅 美

副　会　長 村 岡 美 和 子

書　　　記 田 中 梨 恵

会計監査員

三 宅 里 絵

会　　　計 名 取 ち ひ ろ

書　　　記

本部役員及び会計監査委員

会　　　長 吉 田 明 史

副　会　長 上 原 徳 和

齊 藤 佐 智 子

石 戸 ま す み

名　　称

山 﨑 律 子

三 國 朱 理

樋 口 由 紀 子

小 野 寺 夏 子

会計監査員

会　　　計
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第４号議案 ： 令和２年度事業計画（案）

 
 
 

    ​学級部  
 
                 ４月     事業計画  
                 ５月     ＰＴＡ会費集金  
  
                        ⚫   運営委員会に出席  
                        ⚫   保護者会司会進行  
                        ⚫   各学年の親睦会の企画・開催  
 
 
    ​研修部  
 
                 ４月      事業計画  
                 ５月      ＰＴＡ会費集金  
                 ２月      「大人と子供のための読みきかせの会」に協力  
  
                          ⚫  運営委員会に出席  
 
 
    広報部  
 
                 ４月      事業計画  
                 ７月      立志第１５１号発行予定  
                 ３月      立志第１５２号発行予定  
 
                          ⚫  運営委員会に出席  
                          ⚫ 「立志」作成のため写真撮影、取材を行なう  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー７ー 



 ​校外部  
  
               ４月       事業計画 
               ５月       世帯数確認・各地区保護者との連絡先交換  
                             通学路改善要望書回収  
               ６月       通学路危険箇所点検 
               ７月       通学路改善要望箇所点検現地調査に立会い（市職員・警察立会い) 
               ８月       各地区にて廃品回収のお知らせ配布・手配 
               ９月       廃品回収実施  
                             秋の交通安全週間に協力  
               ４月       春の交通安全週間に協力  
  
                        ⚫ 運営委員会に出席  
                        ⚫  必要に応じて部会を開催  
                        ⚫  集団下校に付き添い  

 
 

 
    ​本　部  
  
               ５月       ＰＴＡ総会（書面）  
　　　　　　　    ＰＴＡ会費集金  
               ７月       通学路改善要望箇所点検現地調査に立会い（市職員・警察立会い) 
               ９月       廃品回収に協力  
                             運動会に協力  
           １２月       稲作収穫祭に協力  
 
          ⚫  役員会・運営委員会開催  
          ⚫  各部部会・各部行事協力・学校行事協力  
          ⚫  学校運営連絡協議会・学校評価委員会に出席  
          ⚫  対外的活動・二中ブロック地域教育懇談会に出席（全体会・定例会）  
　　　　　　　　　・各種団体主催行事：盆踊り・夏季パトロール　　　 
　　　　　　　　　・坂浜自治会運動会に協力　　　 
　　　　　　　　　・総会・式典等に出席  

 
 【 市Ｐ連関連 】  

           ⚫  総会・懇親会・役員会・運営委員会・講演会・学校訪問に出席  
           ⚫  研修会開催 
           ⚫ 市内一斉防犯パトロール  
           ⚫  対市要望提出  
           ⚫  稲城市社会福祉協議会評議員会に出席 
           ⚫  市長・教育長との懇談会に出席  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー８ー 





第６号議案：稲城第二小学校ＰＴＡ規約の改正(案）

雑則第32条改正(案）

≪改正前条文≫

　この規約を施行するために細則を設ける。

≪改正後条文≫

　この規約を施行するために細則を設ける。

　　尚、本会の運営にあたって必要な細則は、運営委員会で定めることができる。

≪理由≫

　迅速に規約変更等を可能にすることや、条項内容をよりわかりやすくすることによって、

　会運営の円滑をはかるため。

改正前⇒ 「平成２6年５月16日　一部改正」まで

改正後⇒ 「令和　2年５月22日　一部改正」を追加

細則第10条改正(案）

≪改正前条文≫

　会費は、年額3,000円とする。但し、年度途中で転入した者は月割で計算して納入する。

≪改正後条文≫

　会費は、年額3,000円とする。転入の場合、児童が登校を始めたその月より月割で納入する。

　　転出の場合、会費は返却しない。

≪理由≫

　よりわかりやすい表記にすることで、不公平感やトラブル等の抑止につなげたい。

改正前⇒「平成２９年５月１３日　一部改正」まで

改正後⇒「令和　２年５月２２日　一部改正」を追加
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稲城第二小学校 ＰＴＡ規約 

 

第１章 総則 
（名 称） 

第１条 この会は、稲城第二小学校ＰＴＡという。 

 

（事業所の所在地） 

第２条 この会の事務所は、稲城市立稲城第二小学校(以下本校という)内に置く。 

 

（目 的） 

第３条 この会は、次の目的を目指す。 

① 家庭、学校、社会における児童の福祉を増進する。 

② 児童の幸福のため、保護者と教師が協力する。 

③ 地域・保護者・学校の信頼関係の強化を図り、児童の生活環境を教育的に良くする。 

④ 良い保護者、良い教師になるよう努める。 

 

（事 業） 

第４条 前条の目的を果たすために、次のような事業を行う。 

① 児童の教育についての研究集会。 

② 家庭や地域における生活及び安全・保健指導への協力。 

③ 保護者、教師のための講演会、講習会、視察、映画会などの研修。 

④ その他、目的に沿う色々な事業。 

 

 

第２章 組織 
（会 員） 

第５条 この会の会員は、本校に在籍する児童の保護者、及び本校に勤務する教師（校長・副校

長を含む）並びに入会を希望する職員とする。 

2  会費について 

     会員は、会費を納めなければならない。 

      

（役員及び委員） 

第６条 この会を運営するため、次の役員及び委員を選出する。 

①  会長       １名 

②  副会長         ３名 

③  書 記         ３名 

④  会 計       ２名 

⑤  運営委員         若干名 

⑥  会計監査員       ２名 

⑦  特別の事情があるとき、役員を補佐する本部役員を保護者の中から若干名おくことが 

 できる。 
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第７条  会長は、保護者から選出する。 

 

第８条 副会長及び書記は、２名を保護者から、１名を教職員から選出し、会計は１名を保護   

者から、１名を教職員から選出する。 

2 教職員側の副会長は、副校長が就任する。 

3 教職員側の書記及び会計は、兼任する事ができる。 

 

第９条  会長は、会を代表し、会を統括する。副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時は 

 これを代理する。 

2 書記は、記録・通信及びその他の庶務をつかさどる。 

3 会計は、予算の立案、出納及びその他の会計事務をつかさどる。 

4 特別の事情のある時におかれる本部委員は、役員業務全般を補佐する。 

 

第１０条 運営委員は、各学級及び地区から選出する。 

2 役員及び運営委員は、この会の重要なことがらを協議したり、部を構成して事業を分 

担して実行するとともに、学級及び地区との緊密な連絡調整をする。 

 

第１１条 会計監査委員の選出は、役員の選出に準ずる。 

    2 会計監査員は、この会の経理及び経費の使途並びに備品目録について監査するととも

に、役員の業務を補佐する。 

 

第１２条 役員及び委員の任期は、１年とする。但し再任を妨げない。 

    2 任期途中で退任した役員及び委員の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

第１３条 役員及び委員は、第８条第３項に規定するほか、それぞれ兼任することができない。 

     但し、特別に会長が許可した場合は兼任を認める。 

（校 長） 

第１４条 校長は、この会の目的遂行のため、常に役員・委員及び会員の指導・助言にあたる。 

 

 

第３章 会議 
第１５条 総会は、この会の最高決定機関であり、毎年１回年度の初めに開催する定期総会と、 

必要が生じた時の臨時に開催する臨時総会とする。 

 

第１６条 総会は、会員の５分の１以上の出席（委任状を含む）以上で成立する。 

    2 総会の議決は、出席会員の過半数による。可否同数の場合は、議長裁定による。 

    3 総会の議決権は、保護者１世帯１票とし、教職員１人１票とする。 

 

第１７条 総会は、次の事項を審議決定する。 

① 規約の改廃に関する事項。 

② 役員及び会計監査員の選出に関する事項。 

③ 事業報告及び事業計画に関する事項。 

④ 決算及び予算に関する事項。 

⑤ 備品目録に関する事項。 

⑥ その他、会の運営に重要な事項。 
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（役員会） 

第１８条 役員会は、役員・学級部及び各部の部長副部長で構成し、総会の議決に基づき事業の

企画や重要事項を協議する。 

 

第１９条 役員会は、各学期当初或いは必要に応じて会長が召集し開催する。 

 

（運営委員会） 

第２０条 運営委員会は、役員及び運営委員で組織し、事業の企画決定や運営について協議する。 

 

第２１条 運営委員会は、各学期当初及び学期末に、会長が招集し開催する。また、委員の求め 

により必要に応じて開催する。 

 

 

第４章 活動について 

第２２条 この会の目的を遂行するために、各部が分担して次の活動を実行する。 

① 学級部 

学級部は、この会の事業の遂行のため、教員との連絡を密にし、学校と保護者の連携を深め

るとともに、学級における連絡・調整に努める。 

この会の親睦を図る事を目的として事業の企画・実践をする。 

また、各学年における児童と保護者の親睦を目的とした事業並びにＰＴＡ活動の企画・実践

をする。 

また、児童の安全確保のために地域諸団体の安全活動や行動には本会の代表として参加し、

学区域の安全確保に努める。 
 

② 研修部 

研修部は、会員の教養を高める事業を企画・実践する。また、都・市で行われる研修会に参

加し、情報収集にあたり、その報告を行い、会員の教養と資質を高める。 
 

③ 広報部 

広報部は、広報誌「立志」等を年１回以上発行し、この会の活動や児童の活動を会員に広く

知らせ、会員の会に対する理解を深める。 
 

④ 校外部 

校外部は、児童の校外指導に努め、地区の会を司会し、生活指導に協力する。 

また、本校担当者と協力して、災害や被害（交通事故・不審者遭遇等による被害）を防止す

るための全会員への迅速且つ正確な情報伝達の連絡編を組織する。 

また、災害や被害防止のための通学路点検を行い、その改善に努める。 
 

第２３条 運営委員のうち学級選出の委員は、学級部・研修部・広報部に所属し、地区選出の 

委員は校外部に所属する。 

    2 運営委員は、部を構成したら、部長・副部長１名或いは２名を互選する。 

     部長は、部を代表し、副部長と共に、役員会に出席して部の活動の計画を提案・報告 

する。 

     副部長は、部長を助け、部長が事故ある時は、これを代理する。 
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第２４条 校長・副校長を除く教師は、いずれかの部に所属し、部の活動の企画実行を指導助言 

する。 

  

（後援活動） 

第２５条 この会と目的を一つにする地域の諸団体に協力して、その事業に参加する。 

 

 

第５章  経理  
第２６条 この会の運営費は、会費及びその他の収入をもってあてる。 

 

第２７条 予算は、総会の議決を経て執行しなければならない。 

 

第２８条 決算は、会計監査員の監査を経て、総会の承認を得なければならない。 

 

第２９条 会計監査員が必要と認めた時は、臨時に監査を行う事ができる。 

 

第３０条 この会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

 

第６章  雑則 
第３１条 この会の規約を改廃するときは、草案を総会の１週間前までに会員に提案しなければ

ならない。 

 

第３２条 この規約を施行するために細則を設ける。尚、本会の運営にあたって必要な細則は、

運営委員会で定めることができる。 

 

 

付則 

   この規約は、総会の議決を得た日（昭和６２年１１月１８日）から施行する。従前の規約

は、廃止する。 

                           平成１４年４月２２日 一部改正 

                           平成２０年５月 ９日 一部改正 

                           平成２４年５月１９日 一部改正 

                           平成２６年５月１６日 一部改正 

令和 ２年５月２２日 一部改正 
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細則 
 

第１条  役員選考と選挙管理を選考委員会で行う。（以後 選考委員と記載する。） 

第２条  役員は、立候補及び選考委員会或いは会員が推薦する。候補者の中から、選考委員が 

 決定した方法により、選出する。 

第３条  選考委員は、各学級及び教職員から１名選出し、選考委員会を構成する。 

第４条  選考委員会は、正副委員長を選出する。 

第５条  選考委員の任期は、１年とする。 

第６条  運営委員は、各学級から数名選出し、学級部、広報部、研修部に所属する。 

各委員の人数配分は家庭数等の状況により会長が判断する。 

第７条  地区選出の運営委員は、各地区から１名選出する。但し、家庭数が概ね２０戸を超え 

る場合は当該地区の協議により１名、或いは家庭数に応じて追加して選出する事がで 

きる。 

第８条 児童の校外指導を円滑に行うため、本校の学区を地区ごと（荒井坂・宮ノ台・甚吾谷

戸・鶴巻・内山・台方・天神台・小田良・上谷戸・堂ヶ谷戸・福寿会・於部屋など）

に分ける。但し、児童数の増減により地区編成を見直すことができる。 
 

第９条  会費は、学級部の運営委員を通じて納入する。 

第１０条  会費は、年額３，０００円とする。転入の場合、児童が登校を始めたその月より月割     

 で納入する。転出の場合、会費は返却しない。                                                          

第１１条  会費は、分納することができる。 

第１２条  選挙規定及び慶弔規定を改正するときは、運営委員会で決定し、次期総会で承認を得   

るものとする。 

平成１６年４月２６日 一部改正 
平成２４年５月１９日 一部改正 

                          平成２６年５月１６日 一部改正 
平成２９年５月１３日 一部改正 
令和 ２年５月２２日 一部改正 

選挙規定 
 

第１条 選挙の事務は、選考委員会が管理する。 

第２条 選考委員会は、会員及び選考委員会の推薦による候補者を、本人の承諾を得て、候補

者とする事ができる。 

第３条 選挙は、無記名投票によって行う。但し、候補者が役職の定数と同じ場合は、この限

りではない。 

2 開票は、会員の中から４名の立会人を選定し、その監視の中で行う。 

第４条 役員の補欠選挙は、遅滞なく行わなければならない。 

                     平成１１年４月２４日 改正 

                     平成１６年４月２６日 一部改正 
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慶弔規定 
 

第１条 会員に慶弔・災害が合った場合、会員一同の意を表し、次の通りとする。 

 

（1） 教職員の結婚の場合は、３，０００円の金品を贈答する。 

 

（2） 会員に弔事があった場合は、次の金額をおくる。 

 

① 児童の死亡の場合              ５，０００円 

 

② 保護者の死亡の場合             ５，０００円 

 

③ 教職員の死亡の場合             ５，０００円 

 

④ 教員の配偶者、あるいは、父母の死亡の場合  ３，０００円 

 

（3） 会員に災害があった場合は、次のようにお見舞いをおくる。 

 

① 会員に災害があった場合は、災害の程度に応じ、最高５，０００円を限度と

し、役員で協議決定する。 

 

② 会員及び児童が１ヶ月以上の入院の疾病障害の場合は、３，０００円をおく

る。 

 

（4） 教職員の転退職の場合は、３，０００円の相当の記念品を贈る。 

 

第２条 前条までの規定の他、必要と認めたときは、役員で協議決定する事ができる。 




